
入賞者の作品への大切な想い…
自宅で父を看取った私たち家族に悔いはありません。

しかし、日が経つにつれ、私の選択は果たして正しかったのだろうかと

疑問に思うようになりました。

思い出をたどり、何も知らされず逝った父に問うことで、答えが見つかるのでは

ないかと思いながら書きました。
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